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Abstract: We have investigated the characteristics of a 

vertical axis turbine under irregular waves using a 

reciprocating airflow generator that simulates oscillating 

water column wave power generator. In this study, we 

conducted self-starting verification tests and investigated 

the conditions for rotation commencing of 6-blade vertical 

axis turbine in reciprocating airflow with irregular waves. 

 

これまでに有義波高，有義周期の異なる複数の不規

則波を用い 6 枚翼垂直軸タービンの回転開始に関する

特性について検討してきた．その結果，不規則波の波

形によりタービンが回転する場合と回転しない場合が

存在した[1]． 

本稿では，不規則波となる往復気流中における 6 枚

翼垂直軸タービンの回転開始条件を明らかにするため

自己起動判定試験を行い，不規則波となる往復気流中

における回転開始条件について検討を行ったため報告

する． 

Figure 1. Reciprocating airflow generator 

 

Figure 1に往復気流発生装置の概形を示す．往復気流

発生装置は，モーター駆動によりピストンを往復直線

運動させることで波浪から発生する往復気流を測定部

に再現する．装置内の空気の流れはピストンを測定部

の方向へ押し込んだ場合，ピストン部の空気が開放部

へ押し出される．反対に測定部からピストンを引き込

んだ場合，装置外の空

気がピストン部に引

き込まれる．垂直軸タ

ービンは Figure 1のよ

うに測定部の中央に

設置する． 

Figure 2に 6枚翼垂

直軸タービンの寸法

を示す．翼形状は NACA633-018を基に，翼のそり線

を回転軌跡と一致させた円弧キャンバー翼である． 

 不規則波となる往復気流中において，タービンが停

止している状態から自己起動判定試験を行った．測定

時間は 110sとした．今回使用した不規則波の有義波高

𝐻1 3⁄ と有義周期𝑇1 3⁄ の組合せは𝐻1 3⁄ =0.6m，𝑇1 3⁄ =4.0sと

し，これを満たす 100 種類の不規則波を生成し，その

不規則波を用いて自己起動判定試験を行い，風速及び

タービン回転速度を測定した．タービンの初期位置は，

Figure 3に示すように，縮流部から開放部へ流れる風向

に対して，基準翼の迎角 0°となる位置とし試験を実

施した． 

Figure 3. Outline of measurement section 
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Figure 2. Vertical axis turbine 
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